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原
田
利
雄
さ
ん

文
化
章

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
と
し
て
輝
か
し
い
成
績
を
残
す

と
と
も
に
、
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
強
化
本
部
長
と
し

て
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
は
県
チ
ー
ム
を
男
女
総
合
優

勝
に
導
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
都
銀
行
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ･
監
督
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

や
数
多
く
の
日
本
代
表
選
手
を
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
理
事
長
と
し
て
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
の
周
知
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育

成
を
図
る
な
ど
、
本
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
普
及･

振

興
と
競
技
力
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

倉
田
よ
し
み
さ
ん

　
漫
画
家
と
し
て
、
代
表
作｢

味
い
ち
も
ん
め｣
な

ど
、
多
く
の
作
品
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外

に
お
い
て
漫
画
の
指
導･

普
及
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
建
都
400
年
記
念
事
業(

平
成
16
年)

で
は｢

青
山
く

ん
の
夏
休
み
〜
秋
田
市
400
年
物
語
〜｣

の
作
画
を
、

市
制
120
周
年
記
念
事
業(

平
成
21
年)

で
は
、
家
族･

地
域
の
絆
づ
く
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー｢

テ
ッ
テ｣

を
デ
ザ

イ
ン
す
る
な
ど
、
漫
画
を
通
じ
て
市
民
の
文
化
活
動

と
本
市
の
文
化
行
政
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度 

秋
田
市
文
化
章･

文
化
功
績
章

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋･

土
の
う
袋
の
配
布

各
種
問
い
合
わ
せ･

申
し
込
み

(

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分)

　

令
和
６
年
度
秋
田
市
文
化
章
と
文
化
功
績
章
の
受
章
者
が
、
次
の
か
た
に
決

ま
り
ま
し
た
。
文
化
章
は
、
芸
術
、
学
術
、
産
業
、
経
済
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
各
分
野
で
市
の
文
化
振
興
に
、
文
化
功
績
章
は
市
の
文
化
行
政
に
、
そ

れ
ぞ
れ
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
11
月
６
日
(水)
午
後
４
時
か
ら
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

４
階
放
光
の
間
で
行
い
ま
す
。問

い
合
わ
せ
▼

文
化
振
興
課
☎(

８
８
８)

５
６
０
７

(

本
名:

芳
美)

11
月
は
秋
の
清
掃
月
間
で
す

文
化
功
績
章

　

町
内
の
み
な
さ
ん
で
協
力
し
て
、
落
ち
葉
な
ど
が
散
乱
し
て
い
る
地
域
の
公
園
や
道

路
な
ど
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。
清
掃
活
動
の
実
施
日
時･

場
所
は
、
あ
ら
か
じ
め

町
内
会
で
決
め
た
上
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

配
布
期
間
▼

10
月
21
日
(月)
か
ら
11
月
29

日
(金)
ま
で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

配
布
場
所
▼

環
境
総
務
課･

道
路
維
持
課

(

市
役
所
３
階)

、
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中
央･

南
部
別
館
を
除
く)

、
岩
見
三
内･

大
正

寺
の
各
連
絡
所
、
金
足･

外
旭
川･

上
新

城
地
区
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

①
落
ち
葉
な
ど
の
ご
み
を

　

入
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

袋
は
、｢

家
庭
ご
み｣

の

　

日
に
所
定
の
集
積
所
に

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
大
量
に

　

ご
み
が
出
る
場
合
は
、
事
前
に
環
境

都
市
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎(

８
８
８)

５
７
０
９

②
土
の
う
袋
は
、
置
き
場
所
と
個
数
を

道
路
維
持
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎(

８
８
８)

５
７
５
１

＊
落
ち
葉
や
刈
り
取
っ
た
草
は
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

③
側
溝
清
掃
を
行
う
場
合
、
ふ
た
上
げ

機
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に

道
路
維
持
課
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

☎(

８
８
８)

５
７
５
１

④
公
園
内
の
ご
み
は
、
集
積
所
に
出
さ

ず
場
所
と
個
数
を
公
園
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
☎(

８
８
８)

５
７
５
３

＊
②
④
の
ご
み
の
収
集
に
は
、
２
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
。

⑤
不
法
投
棄
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、

移
動
せ
ず
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て

廃
棄
物
対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
☎(

８
８
８)

５
７
１
３

＊
放
置
自
転
車
は
、
最
寄
り
の
交
番
か
警
察

署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑥
清
掃
全
般
に
つ
い
て
は
環
境
総
務
課

へ
。
☎(

８
８
８)

５
７
０
５

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

｢

あ
き
エ
コ
ど
ん
ど
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
参
加
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
よ
う
！

　

秋
の
清
掃
月
間
に
参
加
し
た
か
た
に
は

５
ポ
イ
ン
ト
差
し
上
げ
ま
す
。
未
登
録
の

か
た
は
、
下
の
コ
ー
ド
か
ら

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

＊SC＝サービスセンター

(

部
門
：
体
育)

多大な功績を称
た た

えて

あきエコアプリ



さ
れ
た｢

被お
お
せ
わ
た
さ
れ

仰
渡
書｣

な
ど
の
控
え
を
集

め
た
記
録
で
あ
る｢

新
屋
肝
煎
文
書｣

の

う
ち
、
今
回
は
口
上
書
五
か
ら
八
ま
で

を
収
録
し
ま
し
た(

Ｂ
５
判･

191
㌻)

。
秋

田
藩
南
部
海
岸
地
域
の
実
情
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

市
役
所
分
館
１
階
の
文
書
法
制
課

で
、
１
部
１
千
円(

税
込)

で
販
売
し
て
い

ま
す
。

＊
肝
煎
＝
昔
の
村
役
人

●
問
い
合
わ
せ　

　

文
書
法
制
課
☎(

８
８
８)

５
４
２
８

　

地
域
代
表
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
な

ど
に
よ
る
、
学
校
適
正
配
置
に

関
す
る
地
域
協
議
を
各
地
域
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
の
第
３
段
階
で
あ

る
学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
傍
聴
希
望

の
か
た
は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
。
定
員
を

超
え
た
場
合
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
飯
島
小
、
下
新
城
小
の

　

第
２
回
学
校
統
合
準
備
委
員
会

　

…
10
月
29
日
(火)
午
後
６
時
30
分
〜
７

時
30
分
、
北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階
洋
室

２
〜
４
で

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
適
正
配
置
推
進

室
☎(

８
８
８)

５
８
１
２

 　 【
支
給
要
件
】

■ 

令
和
６
年
６
月
３
日
現
在
、
秋
田
市
に

住
所
が
あ
る
世
帯

■ 

令
和
６
年
度
の
定
額
減
税
前
の
課
税
状

況
が
、
新
た
に
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
ま
た
は
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯

 【
支
給
額
】

■ 

１
世
帯
あ
た
り
10
万
円

＝
次
の
世
帯
は
給
付
の
対
象
外
で
す
＝

■ 

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か
た
の
扶

養
親
族
な
ど
の
み
か
ら
な
る
世
帯

■ 

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
物
価

高
騰
支
援
給
付
金[

７
万
円]

ま
た
は
、

令
和
５
年
度
物
価
高
騰
支
援
給
付
金

(

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
分)

[

10
万
円]

の
対
象
で
あ
っ
た
世
帯

●
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
６
８
３

７　広報あきた　2024年10月18日号

　

対
象
の
か
た
に｢

支
給

確
認
書｣

を
８
月
上
旬
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

 【
支
給
要
件
】

■ 

令
和
６
年
６
月
３
日
現
在
、
定
額
減
税

可
能
な
金
額
が
、
令
和
６
年
分
推
計
所

得
税
額(

令
和
５
年
分
所
得
税
額)

ま
た

は
令
和
６
年
度
個
人
住
民
税(

市･

県
民

税)

所
得
割
額
を
上
回
る(

減
税
し
き
れ

な
い)

と
見
込
ま
れ
る
か
た

＊
納
税
義
務
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額

が
１
千
805
万
円(

給
与
収
入
の
み
の
場

合
、
給
与
収
入
２
千
万
円)

を
超
え
る

か
た
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
市
調
整
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０-

０
０
０-

４
７
８

①
来
年
１
月
支
給
分
か
ら｢

児
童
扶
養
手

当｣

の
所
得
制
限
額
と
第
３
子
以
降
の

加
算
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

②
11
月
か
ら｢

ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
福

祉
医
療
制
度｣

の
所
得
制
限
基
準
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

福
祉
医
療
制
度
▼

医
療
機
関
に
受
給
者
証

を
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
提
示
す
る
こ

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

と
で
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分(

１
〜

３
割)

が
助
成
さ
れ
る
制
度

▼
①
②
い
ず
れ
も
新
た
に
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
広
報
ID
番
号 

１
０
４
３
６
８
９

②
広
報
ID
番
号 

１
０
４
４
２
７
２

●
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
福
祉
課　

①
☎(

８
８
８)

５
６
９
０

②
☎(

８
８
８)

５
６
９
１

　　

市
内
に
居
住
し
、
20
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
な
ど
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
ひ
と
り

親
お
よ
び
寡
婦
な
ど
の
か
た
を
対
象

に
、
お
子
さ
ん
が
就
学
す
る
際
の
入
学

金
、
制
服
代
、
授
業
料
な
ど
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　

合
格
前
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
要
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

子
ど
も
福
祉
課
☎(

８
８
８)

５
６
９
０

　

秋
田
藩
の
河
辺
郡
百も

も

さ

だ

三
段
新
屋
村
の

肝
煎
が
藩
の
役
人
へ
要
望
な
ど
を
提
出

し
た｢

口
上
書｣

と
、
藩
か
ら
村
へ
通
達

母
子
父
子
寡か

ふ婦
福
祉
資
金

貸
付
の
ご
相
談
は
お
早
め
に

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

所
得
制
限
額
が
引
き
上
げ

お
早
め
に

学
校
適
正
配
置
の
地
域
協
議

を
開
催
し
て
い
ま
す

県に移住希望登録をし
秋田市へ移住したかた

人
口
減
少･

移
住
定
住
対
策
課

☎(

８
８
８)

５
４
８
７

令和６年８月末現在

令和６年度に
移住した人数
134人(-36)

令和６年度に
移住した世帯数
81世帯(-15)

秋
田
市
へ
の
移
住
者
数

(　)内は前年同月比

♪

物
価
高
騰
支
援
給
付
金

の
申
請
期
限
は

10
月
31
日
(木)(

消
印
有
効)

で
す

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
か
た
に
支
給

さ
れ
る
調
整
給
付
金
の
確
認
書
の
提
出

期
限
は
10
月
31
日
(木)(

消
印
有
効)

で
す

秋
田
市
歴
史
叢そ

う
し
ょ書

18

｢
新
屋
肝き

も
い
り煎

文
書
２｣

を
刊
行


